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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーの身体情報を取得するユーザー情報入力部から取得した前記身体情報とユーザ
ーの意思又は状態とを対応付けて、ユーザーの属性に応じた一の基準を作成する基準作成
部
および
該基準作成部により生成された前記一の基準に基づいてユーザーの意志を把握し、ユーザ
ーの意志が反映され且つ当該ユーザーの属性を反映した、当該ユーザーに最適な生活支援
を行う動作処理部を備え、
　該基準作成部が、取得した前記身体情報から前記意思又は状態を分析するユーザー認識
部と、
　該ユーザー認識部による分析結果について蓄積されたデフォルト基準を参照し、その結
果分析結果とデフォルト基準とが同一又は類似であった場合に、該分析結果をユーザーの
行動と仮判断し、その判断をユーザーに確認し、ユーザーによって確認された判断を基に
前記意思又は状態を形式化して前記一の基準を作成するルール生成部を具備し、
前記一の基準に基づいて上記生活支援を行うことを特徴とする見守りロボット。
【請求項２】
　前記基準作成部が、
前記一の基準を蓄積するとともに、ユーザーと同一又は類似する属性を有する他のユーザ
ーの前記意思又は状態を表す他の基準を収集するルール収集部と、
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　前記一の基準と前記の他の基準とを用いて、基準の共通化、最適化を行い、前記一の基
準を修正するデータマイニング部と、
　を備えていることを特徴とする請求項１に記載の見守りロボット。
【請求項３】
　前記基準作成部が、前記ユーザーの属性と同一又は類似する属性を有する他のユーザー
の前記基準を含む生活パターンから前記属性に最適な生活パターンを抽出するパターンマ
イニング部を備え、
　抽出された前記生活パターンをユーザーに提示する動作処理部を備えていることを特徴
とする請求項１または２に記載の見守りロボット。
【請求項４】
　前記パターンマイニング部が、前記生活パターンを構成する複数の行動パターン毎に前
記属性に最適な行動パターンを抽出し、
　前記動作処理部が、前記最適な行動パターンをユーザーに提示することを特徴とする請
求項３に記載の見守りロボット。
【請求項５】
　ロボットによるユーザーの見守り方法であって、
　ユーザーの身体情報を取得する取得ステップと、
　取得した前記身体情報とユーザーの意思又は状態とを対応付けて、ユーザーの属性に応
じた一の基準を作成する基準作成ステップと、
前記一の基準に基づいてユーザーの意志を把握し、ユーザーの意志が反映され且つ当該ユ
ーザーの属性を反映した、当該ユーザーに最適な生活支援を行う動作処理ステップ
　を備え、
　該基準作成ステップが、
　取得した前記身体情報から前記意思又は状態を分析するユーザー認識ステップと、
　分析結果について蓄積されたデフォルト基準を参照し、その結果分析結果とデフォルト
基準とが同一又は類似であった場合に、該分析結果をユーザーの行動と仮判断し、その判
断をユーザーに確認し、ユーザーによって確認された判断を基に前記意思又は状態を形式
化して前記一の基準を作成するルール生成ステップと、
前記一の基準を蓄積するとともに、ユーザーと同一又は類似する属性を有する他のユーザ
ーの前記意思又は状態を表す他の基準を収集するルール収集ステップと、
　前記一の基準と前記の他の基準とを用いて、基準の共通化、最適化を行い、前記一の基
準を修正するデータマイニングステップと、
　を備えていることを特徴とする見守り方法。
【請求項６】
　前記基準が、ユーザーの生活パターン毎に作成され、
　前記基準作成ステップが、前記ユーザーの属性と同一又は類似する属性を有する他のユ
ーザーの前記基準を含む生活パターンから前記属性に最適な生活パターンを抽出するパタ
ーンマイニングステップと、
　抽出された前記生活パターンをユーザーに提示する動作処理ステップと、
　を備えていることを特徴とする請求項５に記載の見守り方法。
【請求項７】
　前記パターンマイニングステップが、前記生活パターンを構成する複数の行動パターン
毎に前記属性に最適な行動パターンを抽出し、
　前記動作処理部が、前記最適な行動パターンをユーザーに提示することを特徴とする請
求項６に記載の見守り方法。
【請求項８】
　前記ルール収集ステップが、インターネットを介して接続された蓄積サーバに蓄積され
た前記他の基準を収集することを特徴とする請求項５から７の何れか一つに記載の見守り
方法。
【請求項９】
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　コンピュータを介してユーザーを見守るための見守りプログラムであって、
　コンピュータを、
　ユーザーの身体情報を取得するユーザー情報入力部から取得した前記身体情報とユーザ
ーの意思又は状態とを対応付けて、ユーザーの属性に応じた一の基準を作成する基準作成
部として機能させると共に前記一の基準に基づいてユーザーの意志を把握し、ユーザーの
意志が反映され且つ当該ユーザーの属性を反映した、当該ユーザーに最適な生活支援を行
う動作処理部として機能させ、
　該基準作成部が、
　取得した前記身体情報から前記意思又は状態を分析するユーザー認識部と、
　該ユーザー認識部による分析結果について蓄積されたデフォルト基準を参照し、その結
果分析結果とデフォルト基準とが同一又は類似であった場合に、該分析結果をユーザーの
行動と仮判断し、その判断をユーザーに確認し、ユーザーによって確認された判断を基に
前記意思又は状態を形式化して前記一の基準を作成するルール生成部と、
　前記一の基準を蓄積するとともに、ユーザーと同一又は類似する属性を有する他のユー
ザーの前記意思又は状態を表す他の基準を収集するルール収集部と、
　前記一の基準と前記の他の基準とを用いて、基準の共通化、最適化を行い、前記一の基
準を修正するデータマイニング部と、
　として機能させることを特徴とする見守りプログラム。
【請求項１０】
　前記基準が、ユーザーの生活パターン毎に作成され、
　前記基準作成部が、前記ユーザーの属性と同一又は類似する属性を有する他のユーザー
の前記基準を含む生活パターンから前記属性に最適な生活パターンを抽出するパターンマ
イニング部と、
　抽出された前記生活パターンをユーザーに提示する動作処理部と、
　を備えていることを特徴とする請求項９に記載の見守りプログラム。
【請求項１１】
　前記パターンマイニング部が、前記生活パターンを構成する複数の行動パターン毎に前
記属性に最適な行動パターンを抽出し、
　前記動作処理部が、前記最適な行動パターンをユーザーに提示することを特徴とする請
求項１０に記載の見守りプログラム。
【請求項１２】
　前記ルール収集部が、インターネットを介して接続された蓄積サーバに蓄積された前記
他の基準を収集することを特徴とする請求項９から１１の何れか一つに記載の見守りプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザーを支援する見守りロボット、見守り方法、及び見守りプログラムに
関する。
【０００２】
　近年、高齢者の急増に伴い、一人暮らし世帯や高齢者のみの世帯が急増しており地域（
在宅）における介護の必要性が高まっている。そこで、従来から行政機関や民間のボラン
ティアによるヘルパー派遣などが行われているが、全国的な人手不足から十分な労働力を
確保することが容易ではない状況にある。また、家庭においての在宅介護も家族構成や扶
養意識の変化や女性の職場進出や地域社会の変容などにより十分な支援を行うことが難し
く、介護者・非介護者双方に大きな負担となっている。さらに、高齢者の家庭内における
不慮の事故である、例えば、転倒・転落、溺死・溺水、窒息等が発生した場合には、独居
高齢者には致命傷となる。
【０００３】
　このような高齢者を中心とした要介護者の増大に伴い、様々な施策が提案されている。
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そのような状況下、介護を要する状態を引き起こさないために、また，介護を要する状態
の進展を防ぎその軽減を図るために自助努力を基軸としつつ、保険・医療・福祉等の視点
からなされる多面的なアプローチである介護予防という考え方が広がりつつある。
【０００４】
　介護予防の流れとして、（１）健康増進・生活習慣改善、（２）生活習慣病予防・健康
診断（検診）、（３）疾病の早期発見・早期医療、（４）早期リハビリ・自助自立、そし
て、（５）廃用症候予防・寝たきり予防、という順に行われるという見方がある。これに
よれば、介護予防のためには、正しい生活リズムの維持、自分自身の健康状態に対する自
覚、運動機能を維持するリハビリテーションとその持続が必要になる。そして、転倒など
の事故を生じたときには、迅速な対応が図られるような見守りが必要になる。
【０００５】
　こうした介護予防や見守りをできるだけ人手を介さずに実現するため、様々な方法が提
案されている。例えば、特許文献１に示すように、音声認識ならびに音声合成可能なロボ
ットを介してユーザーの在宅健康管理を行うことが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－３３７５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来のロボットでは人の状況、動作の認識を受動的なセンサから得
られる情報のみから行っている。そのため正確な人の状況や動作の意図を認識するのが難
しく、適切な介護予防を行うことが困難である。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みて成されたものであり、受動的なセンサからのみならず、積極
的にユーザーに働きかけることによって、ユーザーの状況や動作を把握することができる
とともに、把握した状況や動作の認識の精度を高めることができる見守りロボット、見守
り方法、及び見守りプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記課題を解決するため、以下の手段を採用する。
　本発明に係る見守りロボットは、ユーザーの身体情報を取得するユーザー情報入力部か
ら取得した前記身体情報とユーザーの意思又は状態とを対応付ける一の基準を作成する基
準作成部を備え、該基準作成部が、取得した前記身体情報から前記意思又は状態を分析す
るユーザー認識部と、該ユーザー認識部による分析結果をユーザーに確認して前記意思又
は状態を形式化するルール生成部と、ユーザーと同一又は類似する属性を有する他のユー
ザーの前記意思又は状態を表す他の基準を収集するルール収集部と、前記他の基準の特徴
を抽出して前記一の基準を修正するデータマイニング部と、を備えていることを特徴とす
る。
【００１０】
　また、本発明に係る見守り方法は、ロボットによるユーザーの見守り方法であって、ユ
ーザーの身体情報を取得する取得ステップと、取得した前記身体情報とユーザーの意思又
は状態とを対応付ける一の基準を作成する基準作成ステップと、を備え、該基準作成ステ
ップが、取得した前記身体情報から前記意思又は状態を分析するユーザー認識ステップと
、分析結果をユーザーに確認して前記意思又は状態を形式化するルール生成ステップと、
ユーザーと同一又は類似する属性を有する他のユーザーの前記意思又は状態を表す他の基
準を収集するルール収集ステップと、前記他の基準の特徴を抽出して一の基準を修正する
データマイニングステップと、を備えていることを特徴とする。
【００１１】
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　また、本発明に係る見守りプログラムは、コンピュータを介してユーザーを見守るため
の見守りプログラムであって、コンピュータを、ユーザーの身体情報を取得するユーザー
情報入力部から取得した前記身体情報とユーザーの意思又は状態とを対応付ける一の基準
を作成する基準作成部として機能させ、該基準作成部が、取得した前記身体情報から前記
意思又は状態を分析するユーザー認識部と、該ユーザー認識部による分析結果をユーザー
に確認して前記意思又は状態を形式化するルール生成部と、ユーザーと同一又は類似する
属性を有する他のユーザーの前記意思又は状態を表す他の基準を収集するルール収集部と
、前記他の基準の特徴を抽出して前記一の基準を修正するデータマイニング部と、として
機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、受動的なセンサからのみならず、積極的にユーザーに働きかけること
によって、ユーザーの状況や動作を把握することができるとともに、把握した状況や動作
の認識の精度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る見守りロボットが配される部屋の内部を示す説明図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態に係る見守りロボットを示す機能ブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る見守り方法を示すフロー図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る見守りロボットにおける基準の作成内容を示す説明図
である。
【図５】本発明の一実施形態に係る見守りロボットにおける基準の作成要領を示す説明図
である。
【図６】本発明の一実施形態に係る見守りロボットにおける生活パターンの基準の作成内
容を示す説明図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る見守りロボットによるユーザー支援要領を示す説明図
である。
【図８】本発明の一実施形態に係る見守りロボットによる他のユーザー支援要領を示す説
明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明に係る一実施形態について、図１から図５を参照して説明する。
　本実施形態に係る見守りロボット１０は、図１に示すように、扉Ｄ及び冷蔵庫Ｒや、ベ
ッドＢ、体重計Ｍを備えるインテリジェントルームＩＲ内にて、ユーザーＵの見守りを行
う。
【００１５】
　この見守りロボット１０は、図２に示すように、インテリジェントルームＩＲ内に設置
されたルームサーバ１１と、ユーザーＵとのコミュニケーションのインタフェースとなる
ロボット本体１２と、インテリジェントルームＩＲ内にてユーザーＵの身体情報を取得す
るユーザー情報入力部１３と、を備えている。
【００１６】
　ルームサーバ１１には、必要な処理を行うためのプログラム及びデータ等が記憶された
不図示のＲＯＭ（リードオンリーメモリ）、必要なデータを一時的に保存するための不図
示のＲＡＭ（ランダムアクセスメモリー）、ＲＯＭ等に記憶されたプログラムに応じた処
理を行う不図示のＣＰＵ（中央演算処理装置）、が内蔵されている。
【００１７】
　このルームサーバ１１は、機能手段（プログラムモジュール）として、基準作成部１４
と、サーバ側動作処理部（動作処理部）１５と、基準蓄積部１６と、を備えている。そし
て、インターネットＷを介して外部の蓄積サーバＳＳと接続されている。
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【００１８】
　基準作成部１４は、後述するユーザー情報入力部１３から取得した身体情報とユーザー
Ｕの意思又は状態とを対応付ける一の基準Ｒ１を作成するため、ユーザー認識部１７と、
ルール生成部１８と、ルール収集部２０と、データマイニング部２１と、パターンマイニ
ング部２２と、を備えている。
【００１９】
　ユーザー認識部１７は、ジェスチャ認識部２３と、健康評価部２５と、個人特定部２６
と、を備えて、取得した身体情報から意思又は状態を分析する。ジェスチャ認識部２３は
、例えば、特願２００７－２０１４４７に記載のように、後述するカメラ３２によって撮
像されたユーザーＵの顔及び手先の画像を解析から、ユーザーＵの顔の向き、指差し方向
を算出する。健康評価部２５は、後述する生体情報測定部３５によって検出されたユーザ
ーＵの生体情報から、例えば、特開２００４－０７３５２０号公報又は特願２００７－２
３４７２５に記載のように、病態診断又はストレス評価を行う。個人特定部２６は、後述
する個人データ取得部３６から得られた個人情報に基づき、公知の技術によってユーザー
Ｕの個人認証を行うとともに、予め格納されたユーザーＵの個人属性を特定する。
【００２０】
　ルール生成部１８は、ロボット本体１２を介してユーザーＵに現在の意思又は状況を確
認して、ユーザー認識部１７による分析結果をその意思又は状態を表す一の基準Ｒ１とし
て形式化する。ルール収集部２０は、インターネットＷを介して蓄積サーバＳＳに蓄積さ
れたユーザーＵと同一又は類似する属性を有する他のユーザーの意思又は状態を表す他の
基準や、これらを含む他のユーザーの生活パターン、行動パターンを収集する。
【００２１】
　データマイニング部２１は、解析アルゴリズムによるマイニング処理を行い、収集した
他の基準の特徴を抽出して一の基準Ｒ１を修正する。パターンマイニング部２２は、デー
タマイニング部２１と同様の構成とされ、収集した生活パターンや行動パターンからユー
ザーＵの属性にとって最適な生活パターンを抽出する。
【００２２】
　サーバ側動作処理部１５は、提示されたユーザーＵの意思や動きに対し、作成した一の
基準Ｒ１健康状態、個人属性情報、ユーザーＵの生活時間に基づいて、ユーザーＵに提示
すべき情報をロボット本体１２の動作を介して伝達させる動作パターンを決定する。基準
蓄積部１６は、作成された基準Ｒ１を保存する。
【００２３】
　ロボット本体１２は、サーバ側動作処理部１５にて決定された動作処理が伝達されるロ
ボット側動作処理部２８と、音声を出力する音声出力部３０と、ユーザーＵに対して直感
的な動きを通してジェスチャ動作を行う動作部３１と、を備えている。ロボット本体１２
は、ルームサーバ１１と無線ＬＡＮ等によって接続されている。
【００２４】
　ユーザー情報入力部１３は、ユーザーＵの顔を含む画像を取得するカメラ３２と、ユー
ザーＵの音声が入力されるマイクロフォン３３と、血圧や体温、脈波等の情報を検出する
生体情報測定部３５と、個人を特定するＩＣタグ等に埋め込まれた属性情報を検出する個
人データ取得部３６と、インテリジェントルームＩＲ内の扉Ｄ及び冷蔵庫Ｒに配された開
閉センサ３７と、を備えている。カメラ３２、マイクロフォン３３、生体情報測定部３５
、及び個人データ取得部３６は、ロボット本体１２に配されている。なお、これらはイン
テリジェントルームＩＲに配されていても構わない。開閉センサ３７は、扉Ｄ及び冷蔵庫
Ｒの開閉情報を入手するように、ネットワークを構成してユーザー認識部１７と接続され
ている。
【００２５】
　次に、本実施形態に係る見守りロボット１０による見守り方法について説明する。
　例えば、ユーザーＵが転倒した場合、本実施形態に係る見守り方法は、図３に示すよう
に、取得ステップ（Ｓ１１）と、基準作成ステップ（Ｓ１２）と、を備えている。そして
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、基準作成ステップ（Ｓ１２）は、ユーザー認識ステップ（Ｓ１２１）と、ルール生成ス
テップ（Ｓ１２２）と、ルール収集ステップ（Ｓ１２３）と、データマイニングステップ
（Ｓ１２４）と、パターンマイニングステップ（Ｓ１２５）と、を備えている。
【００２６】
　取得ステップ（Ｓ１１）は、ユーザー情報入力部１３を介してインテリジェントルーム
ＩＲ内におけるユーザーＵの動作を検知する。ロボット本体１２は、図４及び図５に示す
ように、ユーザーＵの転倒の様子をカメラ３２にて撮像する。
【００２７】
　そして、基準作成ステップ（Ｓ１２）に移行する。ユーザー認識ステップ（Ｓ１２１）
では、ジェスチャ認識部２３にて、例えば、特願２００７－２０１４４７に記載のように
、ユーザーＵの顔及び手先の画像を解析する。そして、例えば、起立時の高さ方向をＺ方
向として、頭の位置を１、手を広げたときの方向をＸ方向又はＹ方向として手先の位置を
１とし、起立の状態から転倒の状態までの動線に沿ったそれぞれの相対位置を公知の方法
にてＸＹＺ空間で座標化する。
【００２８】
　次に、ルール生成ステップ（Ｓ１２２）では、座標化した動線の、例えば、変曲点及び
その時間と、あらかじめルール収集部２０に蓄積された同様に転倒を示すデフォルト基準
とをルール生成部１８にて参照し、同一又は類似する場合にはユーザーＵの状態が転倒状
態であると仮判断する。そして、サーバ側動作処理部１５及びロボット側動作処理部２８
を介して、ロボット本体１２からユーザーＵに大丈夫かどうかを確認する。この際、ユー
ザーＵからの返答が“Ｎｏ”であったり、返答がなかったりした場合には、ユーザーＵが
実際に転倒したものと判断し、転倒を示す一の基準Ｒ１を作成する。
【００２９】
　ルール収集ステップ（Ｓ１２３）では、この一の基準Ｒ１を蓄積するとともに、ルール
収集部２０にて、蓄積サーバＳＳからユーザーＵと同一又は類似する属性を有する他のユ
ーザーの転倒に係る基準を収集する。そして、データマイニングステップ（Ｓ１２４）に
て、公知のデータ処理技術に基づき、基準の共通化、最適化を図り、基準Ｒ１を修正する
。こうして得られた基準Ｒ１を転倒判断の新たな基準Ｒ１とするとともに、蓄積サーバＳ
Ｓと共有する。
【００３０】
　そして、図６に示すように、例えば、起床、テレビを見る、入浴、ふらつき、転倒、生
体情報測定部３５で健康状態を測定、といったユーザーＵの１日の生活パターンにわたっ
て、それぞれの意思又は状態を認識するための基準を作成していく。この際、さらに、パ
ターンマイニングステップ（Ｓ１２５）にて、同一又は類似する属性を有する他のユーザ
ーの生活パターンを蓄積サーバＳＳから収集し、公知の技術に基づくクラスタリングにて
煩雑に発生する相関ルールを発見する。
【００３１】
　基準が作成された後は、ユーザーＵの生活パターンに対して様々な支援を行う。例えば
、ユーザーＵと同一又は類似する属性の他のユーザーは、１日のうち、ある時間帯に運動
することによって健康が維持されていることが相関ルールとして認識できた場合について
、図７に示すように、その生活パターンをユーザーＵに推奨する場合について説明する。
【００３２】
　この場合、上記方法に基づき、健康な人の起床時間や運動時間、就寝時間についての基
準を作成する。そして、起床時間になったとき、基準に基づきロボット本体１２が起床を
促す。同様に、運動時間になったときには、ロボット本体１２が運動を促し、就寝時間に
なったときには就寝を促す。
【００３３】
　すなわち、作成された各種基準に基づき、サーバ側動作処理部１５にて起床や運動、就
寝についての呼びかけに関する処理がなされ、ロボット側動作処理部２８に伝達される。
ロボット本体１２側では、音声出力部３０及び動作部３１から起床や運動を呼びかける音
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声や動作が出力される。ユーザーＵが運動することに承服した場合には、その意思をマイ
クロフォン３３等にて把握した後、ユーザーＵの健康評価のため、例えば、生体情報測定
部３５による測定を促し、運動前の健康状態を把握する。その後、ユーザーＵが運動する
状態をカメラ３２で撮像し、ユーザー認識部１７を介して運動量を測定する。
【００３４】
　また、ユーザーＵの属性として個人データ取得部３６にて趣味や嗜好まで含めた個人情
報を取得して個人属性を特定した後、同様にこれに関する基準を作成し、その後、ユーザ
ーＵの趣味や嗜好にあうテレビ番組や、競技場、コンサート会場等をＷＥＢから検索し、
これをユーザーＵに知らせてもよい。
【００３５】
　例えば、１日の生活パターンが同一であっても、趣味や嗜好等の属性によって生活パタ
ーンを構成する各行動パターンが異なる場合がある。このような場合について、例えば、
片付けロボット４０に食器を片付けさせる場合について、図８を用いて説明する。
【００３６】
　この場合、上述した基準作成ステップ（Ｓ１２）にて食器の片付け動作の順番について
基準を作成する。この際、まずは、デフォルト基準に基づき、食器を片付けていく。ここ
で、ユーザーＵが例えばお茶が好きという属性を有しており、食後もゆっくりお茶を楽し
むために、茶器は最後に片付けてほしい場合には、片付けを進める途中でユーザーＵが片
付けの中断の指示又は意思を表明する。これをユーザー認識部１７にて認識した場合、ル
ール収集ステップ（Ｓ１２３）では、ユーザーＵと同一又は類似する属性を有する他のユ
ーザーの片付けに関する基準を収集する。そして、パターンマイニングステップ（Ｓ１２
５）にて相関ルールを発見した場合には、片付け順番に関する基準を新たなものに修正す
る。
【００３７】
　この見守りロボット１０、見守り方法、及び見守りプログラムによれば、ユーザーＵの
意思又は状態の認識の正誤を判断する基準の作成に際し、ユーザーＵの意思又は状態と関
連した身体情報を取得した際、ユーザーＵに意思又は状態を確認して一の基準Ｒ１として
形式化することができ、より正確な判断基準を作成することができる。この際、他人の同
一又は類似の意思又は状態を示す基準を収集して共通する特徴を抽出してフィードバック
するので、作成基準の精度を高めることができる。
【００３８】
　また、作成した意思又は状態に関する基準に基づき、ユーザーＵの１日の正確な生活パ
ターンを認識することができ、さらに、同一又は類似する他人から取得した生活パターン
と比較することによって、ユーザーＵの属性に最適な生活パターンをユーザーＵに提示し
て、生活支援を行うことができる。
【００３９】
　この際、生活パターンに限らず、生活パターンにおける各行動パターンに対しても、ユ
ーザーＵの属性に最適なものを提示することができる。
【００４０】
　なお、本発明の技術範囲は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を
逸脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
　例えば、ユーザーＵが転倒した場合、図１に示すように、ルームサーバ１１から所定の
条件下で異常と判定して予め許可された第三者にその旨を電子メールＥＭ等で連絡するよ
うにしてもよい。また、見守りロボット１０が、ルームサーバ１１とロボット本体１２と
を個別に備えているとしているが、それに限定されることはなく、両者が一体となってい
ても構わない。
【００４１】
　また、開閉センサ３７は、扉Ｄ及び冷蔵庫Ｒに配されているとしているが、それ以外の
ものに配されていてもよく、例えば、仕切りで区切られて日々の摂取すべき薬が分類され
、インテリジェントルームＩＲ内に配された不図示の薬箱に配されていてもよい。これに
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より、ユーザーＵが薬を薬箱から取り出して飲む、という情報をユーザー情報入力部１３
を介して入手し、このような動作に対しても上述したような見守り方法を適用することに
よって同様の基準を作成することができ、さらにはユーザーＵの生活支援を行うことがで
きる。
【符号の説明】
【００４２】
１０　見守りロボット
１３　ユーザー情報入力部
１４　基準作成部
１５　サーバ側動作処理部（動作処理部）
１７　ユーザー認識部
１８　ルール生成部
２０　ルール収集部
２１　データマイニング部
２２　パターンマイニング部
Ｒ１　基準
Ｕ　ユーザー
 

【図１】 【図２】
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